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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間における世界経済は、米国経済が堅調な個人消費や雇用環境に支えられて拡大を継続

し、中国経済も持ち直しが見られる中、緩やかな回復基調となりました。また、わが国経済は、国内消費に伸び悩

みが見られたものの、企業業績が順調に推移する中、雇用環境にも改善が見られ、回復基調となりました。 

このような経済環境のもと、当社グループは「お客様の望む時に、望むモノを、望むコストで」お届けすること

に強いこだわりを持ち、「最適配管システムで世界のお客様に感動を」の実現に向けて、これからも全社一丸とな

って邁進して参ります。 

 販売面では、当社グループの主な市場である半導体、液晶製造装置関連市場におきましては、引き続き積極的な

設備投資の拡大に伴って受注量が順調に拡大し、工作機械、産業機械、建設機械市場におきましても、国内需要が

堅調に推移しており、前年同期の売上高を大幅に上回る結果となりました。 

 この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は40億４百万円（前年同期比25.2％増）となり、営業利益は８億

２百万円（同42.8％増）、経常利益は７億96百万円（同51.6％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は５億88

百万円（同58.4％増）となりました。 

 

セグメントごとの業績は次のとおりであります。

当社は製品構成から以下２事業部を報告セグメントとしております。

（ＣＰ事業部） 

 半導体及び液晶製造装置関連市場向けの継手及びクリーンなバルブ、ユニット製品等を生産しており、受注が前

年を大幅に上回ったため、売上高は23億３百万円（前年同期比38.9％増）となり、セグメント利益は７億67百万円

（同45.0％増）となりました。

（ＧＰ事業部）

 一般産業の油空圧配管用の継手、バルブ等を生産し、ロング継手、カセット生産、配管設計・施工を行ってお

り、重点市場である産業機械・工作機械市場向けは、堅調な需要が続いているため、売上高は15億63百万円（前年

同期比5.8％増）となり、セグメント利益は４億72百万円（同7.8％増）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

（資産の部）

 当第１四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ５億33百万円増加し、178億12百万

円となりました。これは、電子記録債権が５億６百万円、たな卸資産が65百万円、投資有価証券が１億33百万円増

加した反面、現金及び預金が２億29百万円減少したことによるものであります。

（負債の部）

 当第１四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ２億５百万円増加し、55億76百万円

となりました。これは、主に買掛金が82百万円、未払金が２億59百万円増加したこと、未払法人税等が１億95百万

円、長期借入金が１億４百万円減少したことによるものであります。

（純資産の部）

 当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ３億28百万円増加し、122億35百

万円となりました。これは、親会社株主に帰属する四半期純利益５億88百万円と配当金支払い３億57百万円によ

り、利益剰余金が２億30百万円増加し、その他有価証券評価差額金が97百万円増加したことによるものでありま

す。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 平成30年３月期の第２四半期連結累計会計期間及び通期の連結業績予想につきましては、平成29年５月12日に公

表した予想数値に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成29年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 3,096 2,867 

受取手形及び売掛金 4,090 3,984 

電子記録債権 920 1,426 

商品及び製品 342 318 

仕掛品 490 544 

原材料及び貯蔵品 888 923 

繰延税金資産 79 148 

その他 228 283 

流動資産合計 10,137 10,498 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 1,428 1,410 

機械装置及び運搬具（純額） 655 657 

土地 2,164 2,164 

建設仮勘定 108 183 

その他（純額） 51 54 

有形固定資産合計 4,409 4,469 

無形固定資産 248 270 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,962 2,095 

長期貸付金 12 7 

関係会社長期貸付金 31 27 

生命保険積立金 84 86 

繰延税金資産 280 243 

その他 112 112 

貸倒引当金 △0 △0 

投資その他の資産合計 2,483 2,573 

固定資産合計 7,141 7,313 

資産合計 17,279 17,812 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成29年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 756 838 

短期借入金 454 447 

未払金 278 538 

未払法人税等 495 299 

賞与引当金 － 211 

役員賞与引当金 43 － 

その他 218 218 

流動負債合計 2,246 2,553 

固定負債    

長期借入金 1,395 1,291 

退職給付に係る負債 1,251 1,269 

役員退職慰労引当金 249 － 

長期未払金 － 233 

資産除去債務 70 70 

長期預り保証金 158 158 

固定負債合計 3,125 3,023 

負債合計 5,371 5,576 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,564 1,564 

資本剰余金 618 618 

利益剰余金 12,452 12,683 

自己株式 △2,992 △2,992 

株主資本合計 11,643 11,873 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 215 313 

為替換算調整勘定 48 48 

その他の包括利益累計額合計 264 362 

純資産合計 11,907 12,235 

負債純資産合計 17,279 17,812 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

売上高 3,199 4,004 

売上原価 2,164 2,697 

売上総利益 1,034 1,306 

販売費及び一般管理費 473 504 

営業利益 561 802 

営業外収益    

受取利息及び配当金 14 10 

複合金融商品評価益 35 0 

受取保険金 － 41 

その他 4 3 

営業外収益合計 53 55 

営業外費用    

支払利息 4 2 

為替差損 51 0 

持分法による投資損失 28 12 

支払補償費 － 39 

その他 5 6 

営業外費用合計 89 61 

経常利益 525 796 

特別損失    

投資有価証券売却損 13 － 

特別損失合計 13 － 

税金等調整前四半期純利益 512 796 

法人税、住民税及び事業税 195 284 

法人税等調整額 △55 △75 

法人税等合計 140 208 

四半期純利益 371 588 

親会社株主に帰属する四半期純利益 371 588 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

四半期純利益 371 588 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △42 97 

持分法適用会社に対する持分相当額 △5 0 

その他の包括利益合計 △48 97 

四半期包括利益 323 686 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 323 686 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 
（注） 

合計 
  ＣＰ事業部 ＧＰ事業部 計 

売上高          

外部顧客への売上高 1,657 1,478 3,136 63 3,199 

セグメント間の内部売上

高又は振替高 
0 0 0 - 0 

計 1,657 1,478 3,136 63 3,199 

セグメント利益 529 438 967 25 993 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない商品売上及び賃貸不動産売上であります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）
 

利益 金額

報告セグメント計 967

「その他」の区分の利益 25

セグメント間取引消去 △14

全社費用（注） △442

棚卸資産の調整額 26

四半期連結損益計算書の営業利益 561

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成29年４月１日 至平成29年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 
（注） 

合計 
  ＣＰ事業部 ＧＰ事業部 計 

売上高          

外部顧客への売上高 2,300 1,563 3,864 139 4,004 

セグメント間の内部売上

高又は振替高 
2 0 2 － 2 

計 2,303 1,563 3,867 139 4,006 

セグメント利益 767 472 1,239 31 1,270 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない商品売上及び賃貸不動産売上であります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）
 

利益 金額

報告セグメント計 1,239

「その他」の区分の利益 31

セグメント間取引消去 －

全社費用（注） △465

棚卸資産の調整額 △3

四半期連結損益計算書の営業利益 802

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等であります。

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

 従来、報告セグメントの区分を「CP事業部」、「GP事業部」、「IPEC事業部」の３つの事業部別報告セグメントと

しておりましたが、平成29年５月21日付の組織変更に伴い、当第１四半期連結会計期間より、「CP事業部」、「GP事

業部」の２つの事業部別報告セグメントに変更することとしました。 

 「IPEC事業部」に含まれていたIPEC静岡事業所は「CP事業部」に、「IPEC事業部」に含まれていたIPEC岐阜事業所

は「GP事業部」になります。

 なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分により作成しております。

 

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

- 8 -

イハラサイエンス㈱（5999）　平成30年３月期　第１四半期決算短信


